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令
和
５
年
度
決
算
報
告

歳入決算額の構成

一般会計

歳入総額
81 億 5,148 万円

（地方消費税交付金など）（地方消費税交付金など）
その他その他

町  税町  税
17.9 ％17.9 ％

自主財源自主財源
43.9 ％43.9 ％

依存財源依存財源
56.1 ％56.1 ％

使用料及び手数料使用料及び手数料
0.6 ％0.6 ％

諸収入諸収入
2.2 ％2.2 ％

繰越金繰越金
7.4％7.4％

（分担金・（分担金・
　　　寄附金など）　　　寄附金など）

その他その他

15.8％15.8％

4.9 ％4.9 ％

地方交付税地方交付税
23.0％23.0％地方譲与税地方譲与税

1.0％1.0％

町 債町 債
2.4％2.4％

国県支出金国県支出金
24.8％24.8％

町民税　　　 5 億 9,995 万円町民税　　　 5 億 9,995 万円
固定資産税　 6 億 9,381万円固定資産税　 6 億 9,381万円
軽自動車税　　　 5,592 万円軽自動車税　　　 5,592 万円
町たばこ税　  1億1,159 万円町たばこ税　  1億1,159 万円

うち、ふるさと納税寄附金うち、ふるさと納税寄附金
7 億 5,173 万円7 億 5,173 万円

（企業版）1,540 万円（企業版）1,540 万円

国から交付される使途に
制約のない財源

町が実施する事業に対
して国や県から交付さ
れる補助金など

資金調達のための借入金

歳入総額 81億5,148万円 前年比 +6.7％

歳出総額 75億 9,471万円 前年比 +8.0％

歳入歳出差引額 5 億 5,677 万円

翌年度への繰越財源 １億 5,755 万円

実質収支 3 億 9,922 万円 前年比 -16.2％

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
増
加
。
歳

出
増
加
の
要
因
は
、
庁
舎
な
ど
の

Z
E
B
化
改
修
や
大
莞
小
学
校

の
大
規
模
改
修
な
ど
公
共
施
設
の

整
備
改
修
工
事
で
す
。
歳
入
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増
加
や

公
共
施
設
整
備
の
た
め
に
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
こ
と
が

増
加
の
主
な
要
因
で
す
。

　
令
和
５
年
度
末
の
基
金
残

高
は
50
億
９
２
７
１
万
円

で
、
前
年
比
４・
９
％
の
増

加
。
地
方
交
付
税
の
追
加
交

付
に
よ
る
増
額
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
の
伸
び
な
ど

に
よ
り
、
近
年
の
基
金
残
高

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
は
老
朽
化

し
た
施
設
の
更
新
の
た
め
、

基
金
の
取
り
崩
し
額
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

町 民 の 皆 さ ん が
負 担 し た 町 税

（1人あたり換算）
令和 6年 1月1日 現在
人　口　  13,707 人

町民税 43,７７０円
固定資産税 50,６１７円
軽自動車税 ４，０８０円
町たばこ税 ８，１４１円

その他特定目的基金

減債基金

財政調整基金

町の貯金（基金残高）の推移
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町民の皆さんに使われたお金
（1人あたり換算）

55 万 4，075 円
令和 6年 1月1日 現在
人　口　  13,707 人

人件費 75,168 円
扶助費 117,810 円
公債費 33,537 円
普通建設事業費 76,633 円
物件費 84,706 円
維持補修費 1,176 円
補助費等 75,060 円
積立金 44,720 円
投資及び出資・貸付金 6,601 円
繰出金 38,664 円

※
１　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
歳
入
不
足
額
は
、
翌
年
度
予
算

か
ら
の
繰
り
上
げ
充
用
で
赤
字
補

填
を
し
て
い
ま
す
。

※
２　
水
道
事
業（
資
本
的
事
業
）

の
収
入
不
足
額
は
、
積
立
金
な
ど

で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
末
の
地
方
債

残
高
は
42
億
４
３
３
７
万
円

で
、
前
年
比
５・
４
％
の
減

少
。
新
規
発
行
額
よ
り
も
償

還
額
が
大
き
い
た
め
、
残
高

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
は
老
朽
化

し
た
施
設
の
更
新
の
た
め
、

地
方
債
の
新
規
発
行
額
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

町の借金（地方債残高）の推移 その他地方債

臨時財政対策費

性質別歳出決算額の構成

維持補修費維持補修費
0.2 ％0.2 ％

投資及び投資及び
出資・貸付金出資・貸付金

人件費人件費
13.6 ％13.6 ％

扶助費扶助費
（高齢者福祉（高齢者福祉
・児童福祉などの・児童福祉などの
  社会保障の経費）  社会保障の経費）

21.3 ％21.3 ％

義務的義務的
経費経費

40.9％40.9％

投資的投資的
経費経費

13.8 ％13.8 ％ 公債費公債費
6.0 ％6.0 ％

物件費物件費
（旅費、備品購入、（旅費、備品購入、

委託料などの経費）委託料などの経費）
15.3 ％15.3 ％

積立金積立金
8.1 ％8.1 ％

繰出金繰出金
7.0 ％7.0 ％

補助費等補助費等
（各種団体への（各種団体への

補助金や助成金補助金や助成金
などの経費）などの経費）

13.5％13.5％

1.2 ％1.2 ％

普 通 建 設普 通 建 設
事業費事業費

13.8 ％13.8 ％

町が発行した地方債の元金・町が発行した地方債の元金・
利子の支払経費利子の支払経費

道路、教育施設などの建設道路、教育施設などの建設
や改修に必要な経費や改修に必要な経費

45.3 ％45.3 ％

その他その他
経費経費

歳出総額
75億 9,471万円

その他の経費とは・・・その他の経費とは・・・

物品購入や業務委託費、
補助金などの義務的・投
資的以外の消費的な支出
に充てる経費

投資的経費とは・・・投資的経費とは・・・

道路や学校などの公共施
設を整備する経費

義務的経費とは・・・義務的経費とは・・・
職員給与、福祉や医療費、
町の借金の返済など毎年
必ず必要となる経費

会　計　名 決算額 前年度比

国民健康保険　※１
歳入 16億 5,734 万円 +9.9%
歳出 18億 2,944 万円 +11.5%
差引 - 1 億 7,210 万円 過去最大

後期高齢者医療
歳入 2億 878万円 +2.3%
歳出 1億 9,918 万円 +1.8%
差引 960万円 +13.9%

水道事業
収益的事業 収入 2億 5,937 万円 - 0.2%

支出 2億 3,058 万円 - 1.3%
資本的事業

※２
収入 1,070 万円 - 31.0%
支出 7,003 万円 - 10.3%

特別会計決算

34.2万円 35.7万円 34.2万円
32.2万円 30.9万円

町民 1 人
あたり

（億円）
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令
和
５
年
度
ま
ち
づ
く
り
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
（
抜
粋
）

　
自
治
総
合
計
画
で
め
ざ
す
町
の
姿
の
達
成
具
合
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
毎
年

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
集
計
結
果
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。              

㉄
企
画
財
政
課　
(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
６

住み続けたいと思える 持続可能な循環のまち おおき

人と経済の好循環で活力ある産業が育つまち

ま ち づ く り
町民アンケート
で 毎 年 評 価

基 本 理 念

町の将来像町の将来像
農業算出額

（R4）219 千万円　⤴（R5）235 千万円
R5 年度末（中間）目標　264 千万円
R9 年度末（最終）目標　268 千万円

認定農業者数
（R4）120 経営体　⤴（R5）130 経営体
R5 年度末（中間）目標　128 経営体
R9 年度末（最終）目標　140 経営体

（事業費：3,762 万 9 千円）

　農業振興総合支援事業補助金を拡充し、農業用機械の導入支
援や営農継続支援などを行い、土地利用型農業の振興を図りま
した。

令和 5 年度に実施した主な事業令和 5 年度に実施した主な事業

土地利用型農業振興事業土地利用型農業振興事業

　町の将来像 　地域と行政が協働でめざす町の将来像

　めざす町の姿
　地域と行政が具体的にめざす方向や活
動の状態
　質問内容に該当すると答えた割合が

「めざす町の姿」の達成具合を評価する
数値です。

　事 業
　「めざす町の姿」に関する課題解決の
ため、政策・施策に基づいた事業を実施
しています。

　農業の生産性が高く、後継者が生まれていること

めざす町の姿めざす町の姿

評価指標評価指標
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子育てしやすく子どもが元気に輝くまち

子育てしやすく子どもが元気に輝くまち

町の将来像町の将来像

町の将来像町の将来像

めざす町の姿めざす町の姿

めざす町の姿めざす町の姿

　子ども達が学校で学ぶための学校環境が整ってい
ると感じる町民の割合

（R4）52.0%⤵（R5）51.7%

令和 5 年度末（中間）目標　55.7％
令和 9 年度末（最終）目標　59.5％

　子育てについて相談できる場所や機会を知って
いる町民の割合 / 働きながら子育てができる環境が
整っていると感じる町民の割合

（R4）45.5%⤴（R5）48.2%
令和 5 年度末（中間）目標　52.4％
令和 9 年度末（最終）目標　56.5％

（事業費：1,283 万 5 千円）

（事業費：3,346 万 5 千円）

（事業費：1 億 9,134 万円）

　安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から出産・子育
て期における相談支援を行いました。また、妊娠届出時の面談・
出産後の新生児訪問を行い、妊娠した人へ５万円、子ども１人
につき５万円を支給しました。

　令和５年度から小中学校に通う児童生徒の給食費無料の対象
を第３子以降から第２子以降に拡大。第１子の給食費の一部助
成も継続し、子育て世帯の経済的負担を軽減しました。また、
食材費高騰分の給食費補助も継続し、これまで通りの栄養バラ
ンスや量を保った給食の提供を行いました。

　安全・安心な学校施設環境を維持するため、大莞小学校の
教室棟と多目的ルーム棟の大規模改修工事を実施しました。

　みんなが支え合い、安心して子育てができること

　豊かな学びを支える教育環境が整っていること

令和 5 年度に実施した主な事業令和 5 年度に実施した主な事業

出産・子育て応援事業出産・子育て応援事業

令和５年度に実施した主な事業令和５年度に実施した主な事業

学校給食補助事業学校給食補助事業

大莞小学校大規模改修事業大莞小学校大規模改修事業

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）
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だれもがいつまでも幸せに暮らせる健幸長寿のまち

堀と自然が調和した暮らしの基盤が整ったまち

町の将来像町の将来像

町の将来像町の将来像

めざす町の姿めざす町の姿

めざす町の姿めざす町の姿

　地域活動、文化・スポーツ活動、就労など、町
の様々な分野で高齢者が元気に活躍していると思
う町民の割合

（R4）47.5%⤴（R5）50.6%

令和 5 年度末（中間）目標　56.2％
令和 9 年度末（最終）目標　59.9％

　生活しやすい環境（道路、水道、公園、交通、
情報通信設備）が整っていると感じる町民の割合

（R4）42.5%⤴（R5）43.9%

令和 5 年度末（中間）目標　52.2％
令和 9 年度末（最終）目標　56.2％

（事業費：2,118 万円）

（事業費：3,688 万 3 千円）

（事業費：1,763 万 5 千円）

（事業費：583 万 5 千円）

　大木町社会福祉協議会へ事業を委託し、生活支援コーディ
ネーターの配置や、高齢者の買い物移動支援・介護予防などを
行いました。

　町内の生活道路の維持補
修などを行い、安全安心な
道路環境の向上を図りまし
た。

　通学路の交通安全確保に向けた補助金を
活用し、歩道がない路側帯にグリーンベル
トを設置しました。

　高齢者が生き生きと元気に暮らしていること

社会基盤がバランスよく整い、快適に暮らしていること

令和 5 年度に実施した主な事業令和 5 年度に実施した主な事業

生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業

令和５年度に実施した主な事業令和５年度に実施した主な事業

道路維持事業道路維持事業 旧国道 442 号旧国道 442 号
グリーンベルトグリーンベルト化事業化事業

町道 105 号町道 105 号
グリーンベルトグリーンベルト化事業化事業

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

Ｑ 

浸
水
対
策

Ａ 

堀
（
ク
リ
ー
ク
・
水
路
）
は
、

農
業
用
排
水
路
、
生
活
排
水
路
、

洪
水
調
整
、
消
防
水
利
、
生
物
多

様
性
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
近
年
気
候
変
動
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
記
録
的
な
豪

雨
に
対
し
、
堀
の
貯
水
機
能
を
生

か
し
た
先
行
排
水
を
実
施
し
、
浸

水
被
害
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
国
・
県
・
近
隣
自

治
体・関
係
団
体
と
一
体
と
な
り
、

広
域
的
に
浸
水
被
害
の
軽
減
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ 

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付

Ａ 

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
を
令
和
７
年
１
月
中

に
開
始
す
る
予
定
で
す
。
電
子
証

明
書
が
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
取
得
で

き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
更
新
す
る
際
に
顔
認
証
カ
ー
ド

へ
の
変
更
を
行
っ
た
場
合
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

更
新
さ
れ
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

事業評価・町民
アンケートの
結果ＱＲコード

旧国道 442号 町道１０５号
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住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
手
数
料
は
、
長
年
に
わ
た
り
料
金
を

２
０
０
円
に
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
発
行
に
か
か
る
経
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
１
月
か
ら
証
明
書
発
行
手
数
料
を
３
０
０
円
に
見
直
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
改
定
時
期　
令
和
７
年
１
月
１
日

　
町
税
は
、
住
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
税
の
納
め
忘
れ

は
、
事
業
の
財
源
確
保
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
は
な

く
、
督
促
状
の
発
送
な
ど
不
必
要

な
経
費
に
税
金
を
使
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
町
税
が
な
い
か
今

一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
督
促
・
催
告

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

場
合
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

督
促
状
を
送
付
し
て
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
催
告
書
の
送
付
や

訪
問
を
し
ま
す
。

　

徴
収
強
化
月
間
で
あ
る
今
月

は
、
相
談
も
な
く
滞
納
し
て
い
る

人
を
対
象
に
徴
税
吏
員
が
伺
い
、

生
活
状
況
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

②
財
産
調
査

　
金
融
機
関
、
勤
務
先
、
取
引
先

な
ど
に
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
差
押
え

　
国
税
徴
収
法
な
ど
に
基
づ
き
預

貯
金
、
給
与
、
生
命
保
険
、
不
動

　
「
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て
し

ま
っ
た
」
を
防
ぐ
た
め
に
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納
期
限

日
に
指
定
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー
コ
ー
ド
が

記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
書
は
、
裏

面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
も
納
税

で
き
ま
す
。

納
め
忘
れ
を

そ
の
ま
ま
に
す
る
と

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に

STOP滞納
　忘れていませんか、「納税」を

㉄税務町民課　(0944-32-1067

うっかり納め忘れ

産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。
ま

た
、
自
宅
を
捜
索
し
て
車
両
や
動

産
を
差
し
押
さ
え
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

対象となる証明書
（次の手数料は、１通２００円から３００円に改定） 問い合わせ先

税に関する証明書
　所得証明（課税・非課税証明）、納税証明、
　評価証明など

税務町民課（税務）
(0944-32-1067

印鑑登録に関する登録証
印鑑登録証明書
住民票・除票の写し
住民票・除票記載事項証明書
身分証明書
戸籍の附票・除票の写し
その他の証明（不在籍証明、廃棄証明など）

税務町民課（戸籍住民）
(0944-32-1068

農用地区域証明
耕作証明
農地法関係の証明など

産業振興課
(0944-32-1063
農業委員会事務局
(0944-32-0904

児童手当に関する証明 こども未来課
(0944-32-1066

１
月
か
ら
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
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健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

　
　『
全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点
』
へ

  

昨
年
度
の
取
り
組
み

　

多
世
代
交
流
棟
（
ア
ク
ア
ス
）

と
健
康
福
祉
棟
で
構
成
さ
れ
る
、

大
木
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
平

成
10
年
の
設
置
か
ら
、
25
年
以
上

が
経
過
し
、
建
物
や
設
備
の
老
朽

化
が
進
行
。
ま
た
、
コロ
ナ
禍
に
よ

る
来
場
者
の
減
少
な
ど
が
収
支
の

悪
化
を
招
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
昨
年
３
月

の
町
議
会
で
、
令
和
５
年
度
当
初

予
算
の
執
行
に
当
た
り
、
建
物
・

設
備
・
運
営
主
体
全
て
を
含
め
た
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を

検
討
し
、
同
年
12
月
末
ま
で
に
検

討
結
果
の
報
告
を
求
め
る
附
帯
決

議
が
、
全
会一致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
２
つ
の
理
由
か
ら
、
昨
年
７

月
に
設
置
し
た
「
大
木
町
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」に
町
長
が
諮
問
し
、

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

大
木
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会

　
検
討
委
員
会
は
、
建
築
士
な
ど

の
外
部
有
識
者
、
施
設
利
用
者
、

公
募
委
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
全

６
回
の
検
討
会
を
経
て
、
昨
年
11

月
に
答
申
書
と
し
て
検
討
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
度
の
取
り
組
み

　
町
は
、
提
出
さ
れ
た
答
申
書
の

意
見
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
の
提
案

の
検
討
を
進
め
る
た
め
、
４
月
に

「
大
木
町
全
世
代
型
健
康
増
進
拠

点
在
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

第
１
回
検
討
会

開
催
日　
６
月
２０
日

主
な
検
討
内
容

・
全
世
代
型
健
康
増
進
計
画
案

・
拠
点
機
能
の
在
り
方

第
２
回
検
討
会

開
催
日　
７
月
２３
日

主
な
検
討
内
容

・
全
世
代
型
健
康
増
進
計
画
案

・
拠
点
機
能
の
在
り
方

・
附
帯
施
設
の
再
配
置
案

第
３
回
検
討
会

開
催
日　
９
月
２６
日

主
な
検
討
内
容

・
全
世
代
型
健
康
増
進
計
画
案

・
拠
点
機
能
の
在
り
方

・
附
帯
施
設
の
再
配
置
案

・
拠
点
構
築
計
画
案

・
指
定
管
理
者
に
対
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
の
体
制
整
備

1

2

答申書の
内容はこちら

㉄
健
康
課　
(
０
９
４
４-

３
２-

１
２
８
０

     

答
申
書
の
主
な
内
容

①
今
後
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て
、
全
世
代
型
の
健
康

増
進
事
業
を
行
って
い
く
。

②
多
世
代
交
流
棟
（
ア
ク
ア
ス
）

は
廃
止
し
、
健
康
増
進
事
業
を

行
う
拠
点
施
設
の
附
帯
施
設
と
し

て
、
温
泉
を
活
用
し
た
小
規
模
温

浴
施
設
を
再
整
備
す
る
。

③
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、

現
在
の
指
定
管
理
者
に
限
ら
ず
、

民
間
企
業
な
ど
を
含
め
て
、
事
業

者
を
再
選
定
す
る
。

　
答
申
に
当
たって
は
、
改
修
に

よ
る
ア
ク
ア
ス
の
継
続
利
用
可

能
性
も
、
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
外
部
有
識
者
を
交
え
た
検

討
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
問
題

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

・
改
修
を
行
って
も
、
現
在
問
題

と
な
って
い
る
雨
漏
り
を
完
全
に

止
め
る
こ
と
は
不
可
能
。

・
雨
漏
り
改
修
を
行
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
特
殊
な
構
造
か
ら
、

通
常
構
造
の
建
物
よ
り
も
、
早

く
次
の
改
修
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

・
改
修
す
る
際
も
通
常
構
造
の

建
物
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
の
維

持
管
理
の
困
難
さ
、
管
理
コ
ス

ト
の
割
高
さ
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
改
修
は
現
実
的
な
選
択
肢

で
は
な
い
と
判
断
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

大
木
町
全
世
代
型
健
康
増
進

拠
点
在
り
方
検
討
委
員
会

　
検
討
委
員
会
で
の
、
全
３
回
の

検
討
を
経
て
、
10
月
15
日
に
検
討

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

検討会の
内容はこちら
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検討会の報告を受け、
今後、町の方針を決定していきます。

　
　

  
報
告
書
の
主
な
内
容

全
世
代
型
健
康
増
進
計
画

（
案
）

〇
全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点
機
能

の
在
り
方

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
全
世

代
型
健
康
増
進
の
拠
点
と
し
て
、

各
種
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
場
、
健
康
を
学
ぶ
場
、
交
流

の
場
と
し
た
「
健
康
づ
く
り
の
居

場
所
」
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ

て
い
き
ま
す
。

全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点
構

築
計
画
（
案
）

　
施
設
の
整
備
方
針
や
工
程
案
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
健
康
福
祉
棟

　
施
設
は
、
耐
震
性
と
機
能
が
維

持
さ
れ
、
安
全
性
を
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
改
修
を
行
い
な
が
ら

今
後
も
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

〇
多
世
代
交
流
棟

　
健
康
福
祉
棟
の
拠
点
機
能
を
補

完
す
る
施
設
（
附
帯
施
設
）
と
し

て
、
温
泉
を
活
用
し
た
小
規
模
温

浴
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

3

〇
全
世
代
型
健
康
増
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成

　
健
康
づ
く
り
事
業
は
、「
医
療
」

「
職
域
」「
地
域
」「
学
校
」「
関

係
機
関
」
な
ど
多
様
な
主
体
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
ま
た
、
拠
点
と
な
る
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
、
そ
の
他
の
公
共
施

設
や
、
コ
ミ
セ
ン
や
公
民
館
な
ど
、

地
域
活
動
の
「
場
」
の
空
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

・
世
代
別
の
健
康
増
進
策

　
①
妊
娠
か
ら
乳
幼
児
期
、
②
青

年
期
か
ら
壮
年
期
・
中
年
期
、
③

高
年
期
と
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
３

つ
の
区
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
代
を
対
象
と
し
た
健
康
増
進
事

業
を
整
理
。

健康づくり・食育教室、
啓発事業

事業や入浴施設
での交流

あらゆる人の健
康づくり・運動
支援、啓発

ボランティア養成、活動支援

健康づくり事業、
トレーニングジム

温泉入浴による
疲労回復、身体
機能改善、癒し

　▲ 健康福祉センター 健康福祉棟

　▲ 健康福祉センター 多世代交流棟（アクアス）

報告書の
内容はこちら

〇
全
世
代
型
の
健
康
増
進
事
業
を

行
って
い
く
た
め
の
考
え
方
・
手
法

　
個
別
に
策
定
さ
れ
て
い
る
健
康

づ
く
り
に
関
連
す
る
計
画
を
体
系

的
に
関
連
付
け
、
自
治
総
合
計
画

に
掲
げ
る
目
標
「
健
康
寿
命
の
延

伸
」
を
達
成
す
る
た
め
、
総
合
的

に
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

附
帯
施
設
の
再
配
置
（
案
）

　
附
帯
施
設
の
配
置
は
多
世
代
交

流
棟
跡
地
を
基
本
に
、
検
討
委
員

会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
総
合
的

な
視
点
か
ら
拠
点
施
設
と一体
的

な
利
用
が
で
き
る
配
置
を
検
討
す

る
よ
う
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
全
世
代
の
健
康
増
進
策

　
世
代
別
の
健
康
増
進
策
に
加
え

て
、「
だ
れ一人
取
り
残
さ
な
い
健

康
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
す
べて
の

人
が
関
わ
る
、「
ま
ち
ぐ
る
み
全
世

代
型
健
康
増
進
」
事
業
を
整
理
。

〇
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

全
世
代
型
健
康
増
進
事
業
を

公
共
政
策
と
し
て
提
供
す
る
た
め
、

原
則
指
定
管
理
に
よ
る
管
理
運
営

と
し
、
施
設
の
効
率
的
な
運
用
を

図
り
ま
す
。

　
な
お
、
指
定
管
理
に
よ
る
管
理

運
営
委
託
を
行
う
に
当
た
って
は
、

大
木
町
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
基
本
方
針
及
び
大
木
町
指
定
管

理
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
実

施
要
領
に
基
づ
き
、
適
正
な
管
理

運
営
を
行
い
ま
す
。
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健
康
な
歯
は
、
好
き
な
も
の
を

食
べ
た
り
、
会
話
を
楽
し
む
た
め

に
、
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
毎
日
を
笑
顔
で
過
ご
す
た
め
に
、

日
頃
か
ら
の
ケ
ア
と
定
期
的
な
検

診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
の
健
康
は
口
の
健
康
か
ら

11
月
7
・
８
日
は
「
い
い
な
、
い
い
歯
。」

㉄
健
康
課　
(
０
９
４
４-

３
２-

１
２
８
０

　

歯
を
失
う
２
大
要
因
は
、「
虫

歯
」
と
「
歯
周
病
」
で
す
。
な
か

で
も
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
心
臓

病
と
同
じ
、
生
活
習
慣
病
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
当
は
怖
い
歯
周
病

　
歯
周
病
と
は
、
歯
と
歯
茎
の
間

に
た
まっ
た
汚
れ(

歯
垢)

の
中
に
、

細
菌
が
増
え
て
お
こ
る
歯
茎
の
病

気
で
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
を
す
る

と
、
歯
の
周
り
の
歯
茎
や
、
歯
を

支
え
る
骨
な
ど
が
溶
け
て
し
ま
い

ま
す
。

　
初
期
の
段
階
で
は
、
自
覚
症
状

が
少
な
く
、気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、

手
遅
れ
と
い
う
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

歯周病が及ぼす３つの影響
歯周病菌は、歯茎の血管を通して体の中に取り込まれ、全身にさまざまな影響を及ぼします。

歯
し こ う
垢

歯石
ポケット
歯
は ぐ き
茎の炎症

健康な歯茎

　健康な骨
破壊された骨

左側は健康な状態、右側は歯周病の状態を表しています。

①脳卒中や虚血性心疾患を起こしやすい
　歯周病菌が血管に入り込むと、動脈硬化を引き
起こし、脳卒中や心筋梗塞などの虚血性心疾患を
起こしやすくなります。

③認知症になりやすい
　歯周病により歯が抜けた後、
義歯を使用しないで放置する
と、噛む刺激が脳に伝わらな
くなり、認知機能が衰えやすく
なります。

②糖尿病の症状が悪化しやすい
　歯周病による歯茎の炎症があると、
体内の膵

すいぞう
臓から出るインスリン ( 血糖

値を下げるホルモン ) の働きを妨げる
物質が増え、血糖コントロールが悪く
なり糖尿病を悪化させます。

歯垢

歯茎が炎症を
起こす

歯茎の腫れが
増す

炎症が広がり、
歯がぐらつき、
膿（うみ）も出る

土台の骨が溶け、
歯が抜ける
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歯
科
検
診
導
入
か
ら
今
年
で

９
年
目
。

　

ま
つ
ざ
き
歯
科
の
松ま
つ
ざ
き﨑

省し
ょ
う
ぞ
う三
先
生
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
聞

き
ま
し
た
。

Ｑ
１　
歯
医
者
は
怖
く
て
検
診

に
行
き
た
く
な
い
で
す
。
実
際

の
歯
科
検
診
で
は
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
で
す
か
。

　
問
診
表
に
よ
る
問
診
と
次
の

よ
う
な
検
査
を
行
い
ま
す
。

受
診
機
会
を
逃
す
と

10
年
後
に

　
よ
り
若
い
時
か
ら
歯
科
検
診

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
40
歳
・

50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
人

に
加
え
、
今
年
か
ら
20
歳
と
30

歳
の
人
も
、
対
象
者
に
追
加
し

ま
し
た
。

　

20
～
30
歳
代
の
約
４
割
は
、

歯
茎
が
痛
い
、
出
血
す
る
、
歯

茎
が
腫
れ
て
い
る
な
ど
、
歯
周

病
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
口
の
健
康
は
日
頃
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
健
康

な
歯
は
生
涯
の
宝
物
と
な
り
ま

す
。
歯
周
病
予
防
の
た
め
、
こ

の
機
会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

【
歯
科
検
診（
歯
周
疾
患
検
診
）】

受
診
期
間

11
月
30
日(

土)

ま
で

対
象
者

20
歳
・
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
人(

令
和
７
年
４
月

１
日
時
点)

※
対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知
し

て
い
ま
す
。

費
用　
　
無
料

受
診
場
所(

町
内
の
み)

直
接
歯
科
医
院
へご
予
約
く
だ
さ
い
。

藤
丸
歯
科
医
院

　
(
０
９
４
４-

３
２-

１
４
６
５

ま
つ
ざ
き
歯
科

　
(
０
９
４
４-

３
２-

０
０
１
７

松
永
歯
科

　
(
０
９
４
４-

３
３-

１
１
５
８

森
歯
科
医
院

　
(
０
９
４
４-

３
２-

２
５
４
７

①
健
康
な
歯
、
虫
歯
、
詰
め
物
や

金
属
を
か
ぶ
せ
た
歯
の
数
や
抜
か

れ
て
し
まっ
た
歯
の
数
の
検
査

②
指
定
さ
れ
て
い
る
６
本
の
歯
の

歯
肉
溝
の
深
さ
を
調
べ
る
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
検
査（
プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
検
査
）

③
歯
垢
の
付
着
状
況
の
確
認

④
歯
茎
や
粘
膜
、
骨
の
状
態
確
認

⑤
噛か

み
合
わ
せ
や
歯
並
び
の
確
認
、

口
臭
な
ど
気
に
な
る
こ
と
の
相
談

Ｑ
2　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
は
必

要
で
し
ょ
う
か
。

　
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る

身
近
な
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

つ
こ
と
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

Ｑ
3　
自
覚
症
状(
痛
い
・
血
が

出
る
な
ど)

が
あ
る
時
に
、
受
診

し
て
い
ま
す
。
歯
周
病
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
す
か
。

　
口
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
継
続
的
な
治
療
や
管
理
が
大

切
で
す
。

　
日
常
の
診
療
で
、
以
前
は
「
痛

い
、
腫
れ
た
、
噛
め
な
い
…
」
と

いっ
た
困
り
ご
と
で
来
院
さ
れ
る
人

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
今
で
は
定

期
検
診
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
希
望

さ
れ
て
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が

増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
う

い
う
口
の
健
康
意
識
の
高
い
人
は
、

自
身
で
行
う
セ
ル
フ
ケ
ア(

ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ)

が
と
て
も
上
手
で
す
。
プ

ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア(

歯
医
者
で

行
う
専
門
的
な
ケ
ア)

を
通
し
て

さ
ら
に
徹
底
し
た
ケ
ア
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ル
フ
ケ
ア

と
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
セ
ッ

ト
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
後
に
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況
に
な

る
ま
で
我
慢
し
て
歯
医
者
に
行
け

ば
、
最
悪
、
歯
を
失
う
か
、
辛
い・

痛
い
・
時
間
が
か
か
る
治
療
を
受

け
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
美
容
室
や

散
髪
に
行
く
感
覚
で
定
期
検
診
を

受
け
、
口
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
、
爽
快
に
な
って
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
ど
う
か
歯
科
検
診
を
機
に
転
ば

ぬ
先
の
杖
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

歯周ポケット検査（プロービング検査）のようす
矢印箇所の１目盛りが 1mm、歯肉溝の深さが３
mm 以上の状態をポケットと呼ぶ。

か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
っ
と
身
近
な
存
在
に

「いいな、いい歯。」週間
街頭啓発

●日時　11 月９日㈯　
　　　　15 時～ 17 時
●場所　イオンスーパーセンター
　　　　大木店
●内容
①無料舌がん検診
②無料フッ素塗布
③歯ブラシ・歯磨き粉無料配布
④歯科衛生士による歯磨き指導
⑤体組成計測
⑥無料歯科相談

（歯並び、ホワイトニング、入れ歯
など）
●主催　大川三潴歯科医師会
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つ
な
が
り
、
支
え
あ
う

地
域
で
支
え
あ
う
地
域
の
宝

時
代
で
違
う
子
育
て
事
情

　
「
近
く
に
信
頼
で
き
る
方
が
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
ん
な
に
も
安
心

に
つ
な
が
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。」
こ
う
話
す
の
は
、

田た
な
か中
静し

ず
か香
さ
ん
。
夫
婦
の
実
家
の

間
だ
っ
た
こ
と
と
、
友
人
か
ら
大

木
町
は
子
育
て
し
や
す
い
町
だ
と

教
え
て
も
らっ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

大
木
町
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
子
ど
も
を
育
て
て
い

た
時
と
違
っ
て
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

助
け
て
や
れ
る
こ
と
は
我
が
家
で
助

け
て
や
り
た
い
で
す
ね
。」
そ
う
話

す
山
下
さ
ん
夫
婦
。

　
田
中
さ
ん
と
山
下
さ
ん
。
こ
の

二
家
族
の
交
流
は
「
よ
ら
ん
ね
！
」

の
一
言
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
第
一
子
の
佑た
す
く來
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
、
2
人
で
散
歩
を
楽
し
ん
で
い

た
田
中
さ
ん
。
そ
こ
に
か
け
ら
れ

た
の
が
、
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る

山
下
さ
ん
か
ら
の
「
よ
ら
ん
ね
！
」

の
声
。

　
最
初
は
、
縁
側
で
話
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
徐
々
に
距
離
が
近
づ

き
、
今
で
は
山
下
さ
ん
の
家
の
中

で
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
が
不
安
を
安
心
に　

　
田
中
さ
ん
は
、「
家
に
あ
が
って

い
い
よ
。」
の
言
葉
に
、
最
初
は
遠

慮
や
不
安
が
あ
っ
た
と
か
。「
地
域

の
方
と
こ
れ
ほ
ど
密
接
に
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
あ
ま
り
想

像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
然

知
ら
な
い
土
地
に
来
て
、
初
め
て
の

子
育
て
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

山
下
さ
ん
夫
婦
と
出
会
っ
て
楽
し

く
なって
い
き
ま
し
た
。
山
下
さ
ん

に
子
ど
も
の
成
長
を一緒
に
喜
ん
で

も
ら
い
、
何
よ
り
子
ど
も
を
と
て

も
可
愛
がって
も
ら
え
る
こ
と
が
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
年
代
や
性
別
を
問
わ
ず

に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
し
な

が
ら
子
育
て
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
話
す
田
中
さ
ん
。
←

ボ
ラ
ン
ティ
ア
と
と
も
に

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
試
行
錯
誤
の
生
活

に
突
入
し
ま
す
。

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
生
活

が
続
き
、
心
と
体
の
余
裕
が
な

く
な
る
と
、
大
声
で
怒
鳴
っ
た

り
、
叩
い
た
り
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
辛
い
時
に
「
苦
し
かっ

た
ね
。
大
丈
夫
だ
よ
。
一
緒
に

子
育
て
し
て
い
こ
う
。」
と
声
を

掛
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
。

㉄
こ
ど
も
未
来
課
(
０
９
４
４-

３
２-

１
０
２
２

み
ん
な
で
子
育
て

行
政
と
と
も
に

　
町
で
は
、
子
ど
も
が
18
歳
に

な
る
ま
で
の
相
談
支
援
の
中
枢

機
関
と
し
て
、「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
の

不
安
感
に
よって
、
子
ど
も
か
ら

離
れ
た
い
と
思
う
保
護
者
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
護
者
の
悩
み
や
希
望
な
ど
を
、

時
間
を
か
け
て
聴
き
、
個
別
に

メ
ニュ
ー
を
組
ん
で
、一緒
に
子

育
て
を
す
る
取
り
組
み
を
行
って

い
ま
す
。
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孤こ

育
て
脱
却
！

互
い
を
支
え
あ
う　

　
「
昔
は
近
所
の
人
と
関
わ
る
の
が

当
た
り
前
の
生
活
で
し
た
。
で
も

今
は
、
近
所
の
関
係
が
希
薄
に
なっ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

子
育
て
世
代
の
田
中
さ
ん
親
子
が

私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
遊
び
に
来

て
く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
こ
の
小
さ
な
や
り
取
り
が
、

私
た
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。」
と
話
す
山
下
さ
ん
の
表
情

は
、
と
て
も
優
し
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
と
な
って
は
、
佑た
す
く來
ち
ゃ
ん
か

ら
も
、「
山
下
さ
ん
家
に
行
こ
う
」

と
、
玄
関
に
走
って
いっ
た
り
、
山

下
さ
ん
の
家
が
近
づ
く
と
、
家
の

方
向
を
指
し
た
り
と
、
わ
く
わ
く

ア
ピ
ー
ル
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
山
下
さ
ん
の
家
に
あ
る
お
も
ち
ゃ
や

碁ご
い
し石
。
そ
れ
は
か
つ
て
山
下
さ
ん
の
孫

が
遊
ん
で
い
た
も
の
。

　
こ
の
交
流
は
、
山
下
さ
ん
に
と
って

孫
育
て
の
こ
ろ
を
思
い
出
す
大
切
な

時
間
に
な
り
、
田
中
さ
ん
親
子
は
、

碁
石
を
使
っ
た
昔
な
ら
で
は
の
遊
び
の

発
見
な
ど
、
お
互
い
の
良
い
刺
激
に

なって
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
は
喜
び
と
不
安
が
いっ

ぱ
い
で
す
。
独
り
で
悩
ま
ず
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
気
持
ち

も
和
ら
い
で
い
き
ま
す
。　

　
そ
ん
な
き
っ
か
け
を
見
つ
け
て
地

域
の
人
と
関
わって
み
る
こ
と
も
面

白
い
で
す
ね
。

　
子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
中
で
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域

全
体
が
子
ど
も
を
見
守
り
育
ん
で

い
く
こ
と
は
、
子
育
て
の
支
援
と

と
も
に
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
保
護
者
に
とって
大
き

な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
ら
も
子
育
て
を
経
験
し
て
き

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ね
ん
ね

こ
く
ら
ぶ
」
の
皆
さ
ん
が
、
子

育
て
中
の
保
護
者
と
触
れ
合
う

時
間
を
毎
月
1
回
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
つ
な
が
り
は
お
互
い
に

と
って
大
切
な
時
間
に
な
って
い

ま
す
。

子どもの人権を守る
「子どもの権利条約」

　子どもの権利条約は、1989年に国
連で採択され、日本は1994年に批准
をした、全ての子どもたちが持つ権利

（人権）を定めた条約です。
　子どもが幸せになるためにはどうし
たらよいのかということを、世界中の
人々が考えて作った大切な条約で、「子
どもだからといって無視しないで。私
たちの権利を守って。」という子どもか
ら大人へのメッセージが込められていま
す。　
　大人は責任を持って、子どもたちを
大切に育てなければなりません。
　しかし、近年、身体的虐待や心理的
虐待のほか、保護の怠慢や性的虐待な
ど、子どもを取り巻く問題が社会で深
刻化しています。
　令和５年の久留米児童相談所管内で
の児童虐待相談受付件数は、1,567件
で年々増加しています。　　
　人権週間の集いでは、地域の皆さ
んで子育てを支援する取組みを学びま
す。

大木町人権週間の集い

日時　11月30日㈯10時～12時
場所　こっぽーっとホール
　　　（大木町総合体育館内）
内容
●人権作文発表
各小学校代表児童による発表
●人権週間講演
テーマ　

「地域力があがる、
こどもまんなか社会
のつくり方」

講師　田
た は ら
原 泉

いずみ
さん

（NPO法人にじいろCAP理事）
入場　無料
㉄地域づくり課(０９４４-３２-１０４７


